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７
・
12　

日
台
合
作
映
画
「
闘
茶
」
公
開

日
台
合
作
映
画
「
闘
茶 tea fight

」
が
公
開
を

迎
え
た
。
幸
せ
に
な
れ
る
幻
の
お
茶
を
捜
し
求
め
る

人
々
を
、
京
都
と
台
北
を
舞
台
に
描
く
。
香
川
照

之
、
戸
田
恵
梨
香
、
周
渝
民
ら
が
出
演
。

７
・
14　

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
展
示
書
籍
を
拓
大
に
寄
贈

「
第
十
五
回
東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
、
東

京
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
。
ブ
ー

ス
を
開
設
し
た
台
湾
図
書
出
版
事
業
協
会
は
、
国
立

故
宮
博
物
院
の
出
版
物
を
中
心
に
、
文
学
、
漫
画
な

ど
の
書
籍
を
展
示
。
こ
れ
ら
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
終
了

後
、
拓
殖
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
日
本
と
台
湾
の
学
術

交
流
に
活
用
さ
れ
る
。

７
・
17　

旭
硝
子
、
台
湾
に
生
産
拠
点
を

旭
硝
子
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
向
け
ガ
ラ
ス
の
新
工
場

を
台
湾
に
建
設
す
る
考
え
を
表
明
し
た
。
友
達
光
電

や
奇
美
電
子
が
第
十
世
代
工
場
を
計
画
す
る
な
ど
、

ガ
ラ
ス
基
板
の
需
要
の
高
ま
り
を
見
越
し
て
の
投
資

で
、
総
額
は
三
百
億
円
と
さ
れ
る
。
計
画
が
実
現
す

る
と
、
旭
硝
子
に
と
り
ア
ジ
ア
最
大
の
ガ
ラ
ス
基
板

生
産
拠
点
と
な
る
。

７
・
23　

日
本
時
代
の
絵
画
を
集
め
た
特
別
展

高
雄
美
術
館
で
日
本
時
代
に
描
か
れ
た
絵
画
を
集

め
た
特
別
展
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
二
七
年
、
台

湾
総
督
府
に
よ
り
「
台
湾
美
術
展
覧
会
」
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
「
台
湾
総
督
府
美
術
展
覧
会
」
と
し

て
、
計
十
六
回
行
わ
れ
た
作
品
の
な
か
で
、
十
四
人

の
高
雄
州
出
身
の
画
家
の
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

７
・
28　

飛
輪
海
が
台
湾
の
顔
に

観
光
局
の
日
本
、
韓
国
向
け
の
新
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
人
気
グ
ル
ー
プ
「
飛
輪
海
（
フ
ェ
イ
ル

ン
ハ
イ
）」
が
選
ば
れ
、
記
者
会
見
を
行
っ
た
。
昨

年
は
同
じ
く
人
気
グ
ル
ー
プ
の
「
Ｆ
４
」
が
つ
と

め
、
観
光
収
入
も
約
三
十
九
億
円
増
加
し
た
が
、
今

年
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
Ｆ
４
フ
ァ
ン
が
多
い
中
高
年
女

性
か
ら
若
者
へ
と
移
行
さ
せ
る
た
め
だ
と
さ
れ
て
い

る
。

８
・
１　

台
湾
の
合
唱
団
が
東
京
で
コ
ン
サ
ー
ト

榮
星
少
女
合
唱
団
、
台
北
当
代
合
唱
団
が
日
本
公

演
を
行
い
、
四
百
人
を
超
え
る
参
加
者
が
美
声
に
聞

き
入
っ
た
。
締
め
く
く
り
で
は
客
席
を
交
え
た
「
千

の
風
に
な
っ
て
」
の
大
合
唱
と
な
っ
た
。

８
・
２　

人
形
劇
を
通
じ
た
日
台
交
流
へ

長
野
県
飯
田
市
で
「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ　

２
０
０
８
」
が
行
わ
れ
、
台
湾
か
ら
は
「
慶
和
館
醒

獅
劇
団
」
が
昨
年
に
続
き
招
待
さ
れ
、
獅
子
舞
、
太

鼓
、
龍
の
舞
な
ど
を
披
露
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
雲
林
県
の
蘇
治
芬
県
長
は
日
本
、
韓
国
と
の
人

形
劇
交
流
意
向
書
に
署
名
し
た
。
雲
林
県
は
二
年
ご

と
に
国
際
人
形
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
っ
て
い
る
。

８
・
11　

日
本
時
代
か
ら
続
く
羊
羹
店

宜
蘭
県
蘇
澳
鎮
に
あ
る
「
鳳
鳴
羊
羹
本
舗
」
は
百

年
続
く
老
舗
。
中
村
貞
一
氏
が
創
業
し
、
翁
鳳
鳴
氏

が
受
け
継
い
だ
。
高
級
菓
子
の
風
格
を
残
し
た
変
わ

ら
ぬ
味
で
、
地
元
の
有
名
店
。

８
・
11　

台
湾
を
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
が
減
少

交
通
部
の
発
表
に
よ
る
と
上
半
期
の
日
本
人
観
光

客
は
昨
年
同
期
比
で
五
％
減
少
し
た
。
同
部
は
不
景

気
に
よ
る
海
外
旅
行
へ
の
意
欲
低
下
を
原
因
と
し
て

い
る
。
一
方
、
外
国
人
渡
航
者
数
は
昨
年
同
期
比
で

五
％
の
増
加
と
な
り
、
百
九
十
一
万
人
だ
っ
た
。

８
・
19　

駐
日
代
表
に
馮
寄
台
氏

外
交
部
は
新
し
い
駐
日
代
表
に
、
前
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
大
使
の
馮
寄
台
氏
の
起
用
を
決
定
し
た
。

８
・
23　

秀
逸
な
台
湾
映
画
八
作
品
を
上
映

「
台
湾
シ
ネ
マ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
８
」
が

東
京
・
シ
ネ
マ
ー
ト
六
本
木
で
開
催
さ
れ
た
。「
練

習
曲
」、「
刺
青
」
と
い
っ
た
、
台
湾
で
高
い
興
行
収

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録
�
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入
を
記
録
し
た
八
作
品
を
上
映
す
る
。

８
・
25　

日
本
人
記
者
を
忠
烈
祠
に
合
祀

毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、
金
門
県
で
一
九
五
八
年
に

第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
を
取
材
中
に
死
亡
し
た
、
読

売
新
聞
の
安
田
延
之
記
者
ら
六
人
を
忠
烈
祠
に
合
祀

し
た
。
遺
族
の
同
意
は
な
い
と
の
こ
と
。

９
・
３　

旭
川
市
と
彰
化
県
が
国
際
交
流
協
定
締
結 

北
海
道
旭
川
市
の
西
川
将
人
市
長
は
訪
問
団
を
率

い
て
彰
化
県
政
府
を
訪
問
。
卓
伯
源
県
長
と
国
際
交

流
の
覚
書
を
取
り
交
わ
し
た
。
教
育
、
観
光
で
の
相

互
交
流
、
台
湾―

旭
川
間
の
空
路
開
設
、
彰
化
に
動

物
園
開
設
へ
の
協
力
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

９
・
４　

訪
日
観
光
客
、
台
湾
は
第
二
位

国
際
観
光
振
興
局
は
上
半
期
訪
日
観
光
客
統
計
を

発
表
し
た
。
台
湾
か
ら
の
観
光
客
は
七
十
二
万
二
千

人
で
、
韓
国
に
次
い
で
第
二
位
だ
っ
た
。

９
・
４　

台
湾
の
テ
レ
ビ
番
組
が
和
歌
山
を
取
材

台
湾
の
人
気
番
組
「
Ｇ
Ｏ 

Ｇ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

が
和
歌
山
県
を
訪
れ
、
白
浜
町
、
那
智
勝
浦
町
な
ど

を
取
材
し
た
。
県
観
光
交
流
課
に
よ
る
と
、
昨
年
、

和
歌
山
県
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
宿
泊
客
は
、
台
湾

が
四
万
六
千
人
と
最
多
で
、
今
年
も
順
調
と
い
う
。

９
・
５　

台
中
で
「
鳥
取
週
間
」
開
催

台
中
の
太
平
洋
百
貨
豊
原
店
で
、
鳥
取
県
の
物
産

観
光
フ
ェ
ア
「
鳥
取
週
間
」
が
開
催
さ
れ
た
。
二
十

世
紀
梨
や
地
酒
の
販
売
、「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」「
名

探
偵
コ
ナ
ン
」
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
た
。
昨
年
、

鳥
取
県
を
訪
れ
た
台
湾
人
観
光
客
は
三
千
二
百
人
だ

が
、
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
鳥
取―

台
中
間
で
初
め

て
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
た
。
今
後
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
。

９
・
７　
「
海
角
七
号
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得

「
第
四
回
ア
ジ
ア
海
洋
映
画
祭
イ
ン
幕
張
」
で
、

「
海
角
七
号
」（
魏
徳
聖
監
督
）
が
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
魏
監
督
は
「
題
材

は
、
台
湾
と
日
本
と
の
関
係
に
触
れ
た
も
の
で
、
台

湾
は
日
本
に
と
っ
て
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
場
所
で
も

あ
り
、
わ
か
ら
な
い
場
所
で
も
あ
る
。
こ
の
映
画
を

通
し
て
日
本
の
観
客
の
皆
さ
ん
に
台
湾
の
生
命
力
を

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。
同
映
画
に
は
田
中
千

絵
、
中
孝
介
ら
日
本
人
も
出
演
し
て
い
る
。

９
・
８　

王
金
平
立
法
院
長
が
来
日

岡
崎
研
究
所
（
岡
崎
久
彦
理
事
長
）
主
催
の
「
戦

略
対
話
・
東
京
ラ
ウ
ン
ド
」
が
開
か
れ
、
日
本
、
台

湾
、
米
国
三
ヵ
国
の
安
全
保
障
専
門
家
ら
が
出
席
し

た
。
台
湾
か
ら
は
王
金
平
・
立
法
院
長
が
出
席
し
て

講
演
を
行
っ
た
。
王
氏
は
今
回
の
訪
日
で
、
安
倍
晋

三
・
元
首
相
、
平
沼
赳
夫
・
日
華
議
員
懇
談
会
会
長

ら
と
面
会
し
た
。

９
・
12　

馮
寄
台
氏
、
烏
山
頭
ダ
ム
を
訪
れ
る

共
同
通
信
に
よ
る
と
、
新
代
表
に
内
定
し
た
馮
寄

台
氏
は
、
日
本
時
代
に
八
田
與
一
技
師
が
設
計
し
た

台
南
の
烏
山
頭
ダ
ム
、
八
田
氏
の
墓
を
訪
れ
た
。
馮

氏
は
「
台
湾
人
が
日
本
人
に
抱
く
特
別
な
感
情
を
理

解
す
る
た
め
に
来
た
」
と
し
、
ダ
ム
を
視
察
し
た
後

「
日
本
の
偉
大
な
功
績
だ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
馬
総

統
か
ら
「
就
任
前
に
早
く
見
に
行
く
よ
う
に
」
と
の

指
示
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
馬
氏
は
今

年
五
月
の
八
田
氏
の
慰
霊
祭
に
参
列
し
て
い
る
。
視

察
に
は
、
交
流
協
会
台
北
事
務
所
の
齋
藤
正
樹
代
表

ら
も
同
行
し
た
。

９
・
14　

シ
ン
ポ
「
ど
う
な
る
日
台
関
係
！
」

東
京
都
千
代
田
区
で
「
ど
う
な
る
日
台
関
係
！
」

と
題
し
、
本
会
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
台
湾

か
ら
は
楊
永
明
・
国
家
安
全
会
議
諮
問
委
員
が
基
調

講
演
し
、
櫻
井
よ
し
子
氏
ら
と
意
見
を
交
換
し
た
。

９
・
16　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
が
訪
台

ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
「
Ｘ
‐
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
が
特
別
機
で
台
湾
に
到
着
。
四
百
人
を

超
え
る
熱
烈
な
フ
ァ
ン
が
空
港
で
出
迎
え
た
。
来
年

二
月
に
予
定
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
行
っ
た
。
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９
・
22　

李
登
輝
元
総
統
、
沖
縄
を
訪
問

李
登
輝
元
総
統
は
、
馮
寄
台
駐
日
代
表
ら
が
見
送

る
な
か
沖
縄
に
出
発
。
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
劇
場
で
「
学
問
の
す
ゝ
め
と
日
本
文
化
の
特

徴
」
と
題
し
て
講
演
を
行
う
。
四
日
間
の
日
程
で
は

ほ
か
に
平
和
祈
念
公
園
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
首
里
城

な
ど
を
訪
れ
る
。

10
・
１　

巨
人
、
姜
建
銘
投
手
を
解
雇

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
は
台
湾
出
身
の
姜
建
銘
投
手

へ
戦
力
外
通
告
を
し
た
。
姜
氏
は
二
〇
〇
五
年
、
米

国
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
誘
い
を
断
っ
て
、
学
生
な
が
ら
入

団
し
た
が
、
一
軍
と
二
軍
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
通
算
成
績
は
五
勝
六
敗
。

10
・
１　

日
台
の
免
許
、
無
試
験
で
切
替
可
能
に

日
本
の
運
転
免
許
証
を
所
持
し
て
い
れ
ば
、
身
体

検
査
だ
け
で
台
湾
の
免
許
を
取
得
で
き
、
同
様
に
台

湾
の
免
許
で
日
本
の
免
許
を
取
得
で
き
る
措
置
が
始

ま
っ
た
。
翻
訳
文
を
付
記
し
た
短
期
的
な
免
許
証
相

互
承
認
は
昨
年
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
台
湾
側
は
約

一
万
人
、
日
本
側
は
約
三
千
人
が
利
用
し
て
い
た
。

10
・
２　

台
東
で
日
本
時
代
を
再
発
見

台
東
県
政
府
は
日
本
人
観
光
客
を
呼
び
込
も
う
と

取
り
組
ん
で
い
る
。
台
東
市
に
は
日
本
時
代
当
時
、

宝
町
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
中
山
路
沿
い
に
、
台
東
街

役
所
の
宿
舎
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
宿
舎
は
日
本
か

ら
大
工
を
呼
び
寄
せ
て
修
繕
し
た
。
ま
た
日
本
語
を

解
す
る
原
住
民
も
多
い
こ
と
か
ら
、
日
本
人
に
は
よ

り
親
し
み
を
感
じ
る
だ
ろ
う
と
、
同
政
府
は
話
す
。

10
・
３　

Ｆ
４
、
日
本
公
演
を
ス
タ
ー
ト

Ｆ
４
が
初
と
な
る
日
本
で
の
全
七
公
演
を
、
横
浜

ア
リ
ー
ナ
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
Ｆ
４
は
、
日
本
の

人
気
漫
画
『
花
よ
り
男
子
』
が
原
作
の
台
湾
ド
ラ
マ

『
流
星
花
園
』
に
出
演
し
、
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア

で
高
い
人
気
を
持
つ
。

10
・
６　

台
北
マ
ラ
ソ
ン
、
日
本
で
の
受
付
開
始

「
Ｉ
Ｎ
Ｇ
台
北
国
際
マ
ラ
ソ
ン
」
が
今
年
も
十
二

月
二
十
一
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
現
在
日
本
か
ら
の

出
場
者
申
し
込
み
を
「
日
台
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
推
進

協
会
」
が
受
け
付
け
て
い
る
。
昨
年
の
参
加
者
は
十

一
万
人
で
台
湾
最
大
規
模
の
大
会
と
な
っ
た
。
前
日

の
イ
ベ
ン
ト
「
マ
ラ
ソ
ン
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
に
は

瀬
古
利
彦
さ
ん
を
迎
え
る
予
定
。

10
・
６　

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
李
元
総
統
が
講
義

国
立
大
学
法
人
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
共
同
で
主
催
す
る
五

十
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
、
一
～
二
週
間
の
滞
在
、

交
流
型
の
公
開
講
座
「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
が
台
湾

大
学
で
行
わ
れ
た
。
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
李
登
輝

元
総
統
は
「
日
台
百
年
来
の
歴
史
及
び
今
後
の
関

係
」
と
題
し
て
、
日
本
統
治
時
代
を
含
め
た
日
本
と

台
湾
の
関
係
と
そ
の
変
化
、
現
在
の
台
湾
が
お
か
れ

て
い
る
状
況
な
ど
を
講
義
し
た
。

10
・
９　

巫
永
福
氏
が
死
去

詩
人
、
小
説
家
で
台
湾
近
代
文
学
の
先
駆
者
と
い

え
る
巫
永
福
氏
が
死
去
し
た
。
九
十
六
歳
だ
っ
た
。

巫
氏
は
和
歌
や
俳
句
、
夏
目
漱
石
の
小
説
な
ど
か
ら

大
き
な
影
響
を
受
け
て
文
学
を
志
し
、
明
治
大
学
に

留
学
し
た
。
留
学
時
に
は
「
台
湾
芸
術
研
究
会
」
を

組
織
し
、
雑
誌
「
福
爾
摩
沙
」
を
発
行
し
た
。
戦
後

は
「
台
湾
文
藝
」
の
発
行
人
と
な
る
な
ど
、
台
湾
文

学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

10
・
10　

八
田
氏
の
生
地
で
テ
ニ
ス
を

石
川
県
で
、
県
民
と
台
湾
の
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
愛
好
者
に
よ
る
国
際
親
善
大
会
が
行
わ
れ
た
。
大

阪
で
行
わ
れ
た
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に
出
場
し

た
台
湾
選
手
団
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
「
八
田
與
一
技

師
生
誕
の
地
で
試
合
を
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
、

金
沢
市
の
谷
内
良
造
氏
が
応
え
、
北
國
新
聞
社
の
協

力
の
も
と
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

10
・
15　

旧
高
屏
鉄
橋
、
修
復
へ

国
定
古
跡
で
あ
る
高
屏
渓
に
架
か
る
鉄
橋
の
修
復

工
事
が
始
ま
る
。
鉄
橋
は
一
九
一
三
年
に
建
造
、
八

七
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。�

【
古
市
利
雄
】 


